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L’intentionnalité indéterminée de la liberté ―― le « schéma dynamique » et 
la notion de la liberté dans la première période de Bergson 
Jo Kasagi     
 
Cet article a pour but d’examiner le processus temporel et dynamique qui, d’une 
part, comme « hésitation » ou « délibération » aboutit continuellement à l’acte libre 
et, d’autre part, préforme cet acte comme « force » ou « effort ». Quand Bergson 
critique l’indifférentisme et le déterminisme associationiste dans l’Essai, ce 
processus joue un rôle très important. Toutefois, en un sens, celui-ci semble 
paradoxal et incertain, puisqu’il relève à la fois de l’indétermination et de 
l’intentionnalité. 
D’abord, afin d’éclairer l’indétermination de l’acte libre dans Matière et mémoire, 
nous étudierons l’« affection » comme retard sur le mouvement réflexe, ainsi que la 
sélection des souvenirs, comme association par ressemblance. Puis, à la lumière de 
Matière et mémoire, nous approfondirons les notions du « schéma dynamique » et 
de l’« invention » dans L’effort intellectuel, pour examiner l’intentionnalité en 
rapport avec l’acte préformé. Nous montrerons ainsi les relations internes entre les 
textes de la première période de Bergson ou les divers aspects de la liberté 
bergsonienne qui sont le plus souvent considérés à part. Par là, nous verrons que 
c’est au cours du processus temporel que l’indétermination et l’intentionnalité 
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ば見過ごされてきたことを指摘している。cf.Frédéric Worms, Introduction à Matière et Mémoire 









や合理性とは無縁の「不条理（déraison）」であると断じている。cf.Charles Renouvier, Traité de 
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３２ 『物質と記憶』によれば、人間の心理を描き出す「魂の画家」（MM189）、すなわち小
説家は意識の諸平面を適切に移動することで作品を創作する。また、「類似は生命的」であ
り「芸術の範囲に属する」とも言われている（PM60）。こうした箇所は、芸術的な創造にと
って類似を介したイマージュの組織化が関わっていることを示しているように思われる。 
また『創造的進化』においては、意識を呼び起こす選択の可能性が、創造の可能性に結
びついているとされる（cf.EC262）。選択に伴い現れる意識そのものが、創出や自由そのも
のと同一視されている箇所も参照のこと（cf.EC264）。 
３３ ジャンケレヴィッチは、論文「知的努力」では『物質と記憶』に比べて、遠心性の側面
がより強調されていることに注目している（cf.op.sit.p.112.）。こうした点は、対象の再構成
へと解消されない創出の努力において確認できるだろう。 
３４ 自由行為における動的図式の作用についてはジャンケレヴィッチも指摘している。「こ
の予感のおかげで私たちに与えられる直観は、〔……〕遠心的なあの「動的図式」と同じ秩
序を持っており、〔……〕非常に過疎的なある種の志向あるいは志向的
、、、
状態である。」
（op.sit.p.67.） 
また、講義「意志についての諸理論」（１９０７年）では、注意の際に作用する「図式」
を語り、その延長上に熟慮の過程について述べている（特に cf.M704-706）。さらに、熟慮
について語る際にはまさしく「心的因果性」という概念を用い、その過程を次のように述
べている。「おそらくある意味で、あらかじめ課せられた目的は存在する。しかし、それは
可変的であり、意志がそこに努力を向けているあいだは進行するものである。したがって、
こうした過程を本質的に特徴づけるのは、それが連続的な錬成であり、発展の連続であり、
すなわち本来の意味での持続であるということである。」（M715）ここで言われている「目
的」とは「図式」を意味すると思われる。本論で解釈したように、ベルクソンが行為へと
達する動的な過程を図式の概念と関連付けていることは、このテキストからも裏付けるこ
とができる。 
さらに、論文「知的努力」末尾で言われているように（cf.ES190）、図式が作用因でも目
的因でもない因果性に関わるという点はこの講義でも指摘されている（cf.M715）。そして、
１-３に述べたように、本論の主題である自由行為の動的な過程は因果性としても規定され
うるものだった。この講義を通して、自由を可能にする因果性という観点から、『試論』と
論文「知的努力」を結ぶ道筋を読み取ることもまた可能である。 
